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ChatGPTなど、生成AIのビジネス活用について
株式会社NTTデータ数理システム
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0
当社のご紹介
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会社名

会社概要

株式会社NTTデータ数理システム

所在地 東京都新宿区信濃町35 信濃町煉瓦館1階

資本金 5,600万円 (NTTデータ100%出資)

従業員数 約120名 (内80%が技術者)

Mission

1982年4月 株式会社 数理システム 設立

2012年2月 NTTデータグループ入り

2013年9月 株式会社NTTデータ数理システム に社名変更

沿革

数理科学とコンピュータサイエンスにより
社会のあらゆる分野の問題を解決する

ミッション
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NTTデータ数理システムの事業と強み

データサイエンス教育

パッケージソフトウェアの自社開発 受託開発

分析コンサルティング

数理科学とコンピューターサイエンスを価値の中心に据え、4事業を展開

高度分析技術の蓄積・統合受託への適用・業務組込み活用 相互連携

• 導入実績8,000社以上―数理科学のプロ集団としての豊富な経験・取引実績

• 自社開発・自社サポートによる柔軟なサービス

• NTTデータやそのグループ会社との事業連携による包括的なサービス提供

• 戦略・技術的なデータ分析コンサルティング、データサイエンス教育による伴走型サポート
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NTTデータ数理システムのもつ技術の歩み

われわれは1982年の創業以来40年以上にわたり、
業務とビジネスの最前線を、数理科学とコンピュータサイエンスでご支援してまいりました
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 有限差分法  交通シミュレーション
 物理シミュレーション

 回路シミュレーション

 逆問題解析
 デジタルツイン

 量子コンピューティング

数
理
最
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化

 数理最適化  最適化モデリング言語  メタヒューリスティクス

 深層強化学習 自動微分  グラフアルゴリズム
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 統計パッケージ
S-PLUSの販売

 機械学習
 深層学習（画像・自然言語処理） データマイニング

 テキストマイニング
 生成AI
 大規模言語モデル

 ビッグデータ

計
算
機
科
学

 大規模線形計算  大規模並列計算
 Common Lisp
 エキスパートシステム

 BSD/OS代理店  HPC
 計算幾何学

 IoT

物理現象の問題解決 ビジネスアナリティクス DX

創業
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NTTデータ数理システムによる課題解決のご支援イメージ

課題認識・業務検討 企画検討 PoC 実装 運用

• 内外の情報収集（社内の状
況、外部のコンペ、DX/BI
ツール調査など）

• DX推進

• 課題の洗い出し
• 開発目的・目標決定
• データの準備

• 学習用データの準備
• 実証実験と評価

• 業務の並行稼働
• インフラ確認
• 受入テスト

• 業務で日々活用

• 課題の理解
• 技術的な実現可能性の検
討（技術サーベイ）

• AIのゴール設定
• 開発スケジュールの検討

• 技術アドバイス
• 事例紹介

• AIモデル開発手法の検討
• AIモデル構築
• AIモデルの評価

• モデルの軽量化
• モデルのAPI化
• システム実装

• モデルの精度監視
• モデルの再学習・再構築

当社が特に強みを持つ領域

当社が
ご支援可能な
タスクの例

タスクの例

当社がコアロジック部分を実装し、スクリプト、実行ライブラリ・モジュール、GUIを伴うアプリケーションとしてご提供したり、
お客様のシステム部門（子会社）やグループ会社のSIerと連携してシステム組み込みを進めることも多くあります。

数理科学とコンピュータサイエンスによるビジネス・業務課題の解決を、幅広いフェーズでご支援
当社の保有する幅広い基礎技術を、様々な形式でご提供いたします
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本セミナーについて

ChatGPT をはじめとする生成AI技術の「今」を理解するための基礎知識と、
ビジネス活用事例について、幅広くお伝えします

1. 生成AIの期待と課題／「今」を理解するための基礎知識

本日のトピック

2. NTTデータ数理システムの生成AI活用事例

• 生成AIとは？
• 生成AIが注目される4つのポイント
• 生成AIエージェントで、さらに活用の幅広がる生成AI
• まだまだ課題も残る生成AI――代表的な課題は？
• ビジネスへの生成AI活用の現状と、今後のポイント
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1
生成AIの期待と課題
「今」を理解するための基礎知識
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生成AIとは？

自然言語によって指示をするだけで、さまざまなコンテンツを簡単に生成できる人工知能
コンテンツの生産コストを大幅に削減するゲームチェンジングテクノロジーとして注目

（※1）ChatGPT（gpt-4o および DALL・E-3）を利用し、株式会社NTTデータ数理システムが生成した。ただし、プロンプトはコンテンツごとに異なるものを利用した。
（※2）OpenAI社の動画生成モデルsoraの紹介Webページ https://openai.com/index/sora/ 内で紹介されている生成例より引用した。

文章（※1） イラスト・アイコン（※1）

動画（※2）音楽・音声

画像（※1）プログラム（※1）

自然言語によるAIへの
指示文

（プロンプト）

例）生成AIのビジ
ネス活用を象徴す
る文章やイラスト・
アイコンを作ってくだ
さい

https://openai.com/index/sora/


© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc. 10

【参考】チャットAIの利用イメージ

ChatGPT の画面を、株式会社NTTデータ数理システムが撮影。

AIに対する指示文
（プロンプト）を

入力すると…

AIが回答を
生成してくれる
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ChatGPTをはじめとした各種生成AIサービスの台頭

米国ベンチャーを中心に、独自の生成AIモデルを使ったサービスが続々とリリース

ChatGPT
OpenAI 社

Gemini
Google 社

Claude
Anthropic 社

Stable Assistant
stability.ai 社

言語モデル（GPT）、
画像生成モデル（DALL·E）、…

言語モデル（Claude）
文章生成モデル（Gemini など）、
画像生成モデル（Imagen） 、…

画像生成モデル（Stable Difussion）、
言語モデル（Stable LM など）、…

ChatGPT、Claude、Gemini、Stable Assistant の利用画面を、株式会社NTTデータ数理システムが撮影。
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生成AIが注目される4つのポイント
なぜ生成AIはここまで注目される？

各種ベンチマークで人間に匹敵する
常識・専門知識を持つことが明らかに

ポイント1

性能の高さ

生成AIモデル一つで幅広いタスクをこなす
「基盤モデル」として注目

ポイント2

汎用性の高さ

性能向上にまだ限界は見えず
「スケーリング則」により投資が加速

ポイント3

未だ見えない
性能の限界

複雑な非構造化データも
柔軟に扱えるように

ポイント4

マルチモーダル化による
ユースケースの拡大
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生成AIが注目されるポイント1―性能の高さ

各種ベンチマークで人間に匹敵する常識・専門知識を持つことが明らかに

生成AIは広範な分野の知識を備えており、各種難関試験でも合格点を獲得
これまでのAIとは比べ物にならない衝撃的な性能で、大きな社会的注目を集める

財務諸表を用いた収益予測の正確性とF値の
両方において、GPT-4が人間のアナリストを超
えるスコアを獲得 [Kim+, 2024]

米国司法試験模試など、
各種専門試験で高い成績を獲得

財務諸表分析において
人間のアナリストを超える予測能力

日本の医師国家試験においても
合格する正答率を獲得

日本の医師国家試験（画像無し問題）を生成
AIに回答させたところ、GPT-4において合格最
低ラインを突破 [Kasai+, 2023]

[OpenAI+, 2023] OpenAI, Josh Achiam, Steven Adler, et. al: GPT-4 Technical Report. arXiv preprent: https://doi.org/10.48550/arXiv.2303.08774 (2023)
[Kim+, 2024] Kim, Alex G. and Muhn, Maximilian and Nikolaev, Valeri V., Financial Statement Analysis with Large Language Models. Chicago Booth Research Paper, Fama-Miller Working Paper, Available at http://dx.doi.org/10.2139/ssrn.4835311 (2024)
[Kasai+, 2023] Jungo Kasai, Yuhei Kasai, Keisuke Sakaguchi, Yutaro Yamada, Dragomir Radev: Evaluating GPT-4 and ChatGPT on Japanese Medical Licensing Examinations. arXiv preprent: https://doi.org/10.48550/arXiv.2303.18027 (2023)

[Kasai+, 2023] Table 1（2018年から2023年までの、6年分の医師国家試験に
おける画像無し問題の、各モデルの正解数）のうち、2021年以降の結果のみを引用。
赤色破線枠による強調はNTTデータ数理システムによる。

[Kim+, 2024] Figure 2（GPT vs Human Analyst）を引用。赤色破線枠による
強調はNTTデータ数理システムによる。

GPT-4は各種専門試験で高い成績を獲得、特
に米国司法試験模試では人間の上位10%に
匹敵する成績を獲得 [OpenAI+, 2023]

[OpenAI+, 2023] Figure 4 より引用。

https://doi.org/10.48550/arXiv.2303.08774
http://dx.doi.org/10.2139/ssrn.4835311
https://doi.org/10.48550/arXiv.2303.18027
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生成AIが注目されるポイント2―汎用性の高さ

生成AIモデル一つで幅広いタスクをこなす

各タスクに特化した従来型AIモデルとは異なり、生成AIモデル一つで幅広いタスクをこなせる

（※1）いずれの例も、ChatGPT（gpt-4o）を利用して株式会社NTTデータ数理システムが作成した。

高性能な生成AI（基盤モデル）

生成AIひとつあれば、指示文を与えるだけでさまざまな用途に利用できる（※1）

次の文章を50字程度に要約してください。

## 文章
数理科学とコンピュータサイエンスの可能性を心から
信じ、現状に満足せず、さらなる高みを目指す。最先
端の手法から実績に裏打ちされた……

数理科学とコンピュータサイエンスを駆使し、最適な
数理モデルを用いて顧客の課題を解決し、期待を超
えることを目指す。

次の画像に含まれる文字を読み取ってください。 以下の内容が書かれています。

株式会社NTTデータ数理システムは、40年以上にわ
たって、ビジネスと業務の最前線にて、数理科学とコ
ンピュータサイエンスでお客様の課題を解決してきま
した。

次の文章を英語に翻訳してください。

NTTデータ数理システムは、1982年の創業以来
40年以上にわたり、業務とビジネスの最前線を、数
理科学とコンピュータサイエンスでご支援してまいりま
した。

Since its founding in 1982, NTT DATA
Mathematical Systems has been
supporting the forefront of business
and operations for over 40 years with
mathematical science and computer
science.

翻訳

要約

OCR

生成AI
基盤モデル +

基盤モデルの振る舞いを調整するため
指示文を記述するだけで、さまざまな用途に利用できる

高性能な基盤モデル
としての生成AI

従来型AI（特化モデル）

用途ごとに個別のモデルを作る

翻訳用
モデル

要約用
モデル

OCR用
モデル

用途に特化したモデル

• 新しくモデルを作るには、多くの場合は
莫大なデータセットが必要であり、個人
や各社で作るにはコストが大きい

• 他社が作成した既存のモデルを使うに
しても、自社にあわせたカスタマイズが
しにくい

…

… …
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生成AIが注目されるポイント3―未だ見えない性能の限界

性能向上にまだ限界は見えず、さらなる高性能モデルの登場が期待

モデルを大規模化にすればするほど性能が向上する「スケーリング則」が知られている
計算資源やデータ収集に投資すれば、性能というリターンが得られることが期待できる

スケーリング則 [Jared+, 2020] 

[Jared+; 2020] Jared Kaplan, Sam McCandlish, Tom Henighan, Tom B. Brown, Benjamin Chess, Rewon Child, Scott Gray, Alec Radford, Jeffrey Wu, Dario Amodei: Scaling Laws for Neural Language Models. arXiv preprent: 
https://doi.org/10.48550/arXiv.2001.08361 (2020)
[Narayanan+, 2021] Deepak Narayanan, Mohammad Shoeybi, Jared Casper, Patrick LeGresley, Mostofa Patwary, Vijay Anand Korthikanti, Dmitri Vainbrand, Prethvi Kashinkunti, Julie Bernauer, Bryan Catanzaro, Amar Phanishayee, Matei Zaharia: Efficient 
Large-Scale Language Model Training on GPU Clusters Using Megatron-LM. arXic preprint: https://doi.org/10.48550/arXiv.2104.04473 (2021)

下
に
い
く
ほ
ど
高
性
能

• 学習における計算回数を増やせば増やすほど、性能向上（𝐥𝐨𝐬𝐬 ∝ 𝑪−𝟎.𝟎𝟓）
• 学習に使うデータセットを大きくすればするほど、性能向上（𝐥𝐨𝐬𝐬 ∝ 𝑫−𝟎.𝟎𝟗𝟓）
• モデルの規模（パラメータ数）を大きくすればするほど、性能向上（𝐥𝐨𝐬𝐬 ∝ 𝑵−𝟎.𝟎𝟕𝟔）

もっと投資すれば、もっと賢いモデルを作れる？

近年のモデルの大規模化 [Narayanan+, 2020] 
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ELmo(94M)

BERT-L(340M)

GPT-2(1.5B)

Megatron-LM(8.3B)

Turing-NLG(17.2B)

GPT-3(175B)

Switch Transformer (1571B)

悟空2.0(1750B)

PaLM(540B)
google

GPT-4(?)
OpenAI

非公開だが
兆 くらいの桁感？

モデルの大規模化は今後も加速？

https://doi.org/10.48550/arXiv.2001.08361
https://doi.org/10.48550/arXiv.2104.04473
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スライドを基に、生成AIが作成した発表原稿

生成AIが注目されるポイント4―マルチモーダル化によるユースケースの拡大

複雑な非構造化データが活用しやすく

画像を読み込んで理解できる「ビジョン」の搭載により、手書き書類やスライドの構造化が容易に
これまで活用の難しかった「非構造化データ」のビジネス活用に大きな可能性

手書きを含む書類の（半）構造化 プレゼンテーションスライドからの原稿作成

いずれも GPT-4o をバックエンドに用いたシステムの画面を、株式会社NTTデータ数理システムが撮影した。

JSON形式で
構造化するよう
指示



© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc. 17

AIエージェントで、さらに活用の幅広がる生成AI



© 2024 NTT DATA Mathematical Systems Inc. 18

AIエージェントで、さらに活躍の幅が広がる生成AI

生成AIに、課題解決のための外部機構を加えた「AIエージェント」技術が発達
現実世界にある様々なビジネス課題を自律的に解決する技術として大きな注目

[Wang+, 2023] Lei Wang, Chen Ma, Xueyang Feng, Zeyu Zhang, Hao Yang, Jingsen Zhang, Zhiyuan Chen, Jiakai Tang, Xu Chen, Yankai Lin, Wayne Xin Zhao, Zhewei Wei, Ji-Rong Wen: A Survey on Large Language Model based Autonomous Agents. arXiv 
preprint: https://doi.org/10.48550/arXiv.2308.11432 (2023)

Profile
（設定）

Memory
（記憶）

Planning
（計画）

Action
（行動）

職業、年齢、性別などの「役割」に関する情報を付与する
例: 心理カウンセラー、教師、ソフトウェアエンジニア、…

短期記憶: 直近の会話の履歴
長期記憶: 外部のドキュメントの参照（RAG)

Chain-of-Thought：細かいステップに分けて処理
Tree-of-Thought：いくつかのパターンを分岐して統合

発言する、検索する、電卓を使う、各種システムと連携する、
プログラム（Pythonコードなど）を実行する, …

背景の理解

重要な情報の記録

「手順」を考える

「道具」を使う

AIエージェント

自律的な
問題解決

現実世界にある課題解決のための外部機構

[Wang+, 2023]

https://doi.org/10.48550/arXiv.2308.11432
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AIエージェントで、さらに活躍の幅が広がる生成

様々なペルソナになりきって、人間の好みを模倣するAIエージェント

生成AIは様々なペルソナの好みやニーズの傾向を理解 → ペルソナらしい発言の生成が可能

与えるペルソナによって、回答の傾向が変化する例

「梅干しが3つ入ったおにぎりが、職場（学校）近くのコンビニに売っていたとしたら、どんなときに買おうと思うか？」に対する回答（※1）

30代男性
プログラマ
都内在住

新しい物好き

10代女性
高校生

札幌市在住
消極的

（※1）いずれの例も、ChatGPT（GPT-4o）を利用して株式会社NTTデータ数理システムが作成した。GPT-4oの回答を一部抜粋した。
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AIエージェントで、さらに活躍の幅が広がる生成

自律的に問題解決する存在になりつつあるAIエージェント

AIエージェントに人間の業務を理解させることで、AIと人間の協業範囲がさらに広がる
→ “AI” と ”人間”の双方に分かりやすく、共有しやすい業務知識の体系化も重要に？

[Qian+, 2023] Communicative Agents for Software Development 
(arxiv: 2307.07924)

[Wang+, 2023] When Large Language Model based Agent Meets User 

Behavior Analysis: A Novel User Simulation Paradigm(arxiv: 2306.02552)
[Williams+, 2023] Epidemic Modeling with Generative Agents (arxiv: 
2307.04986)

ソフトウェア開発 ユーザーの振る舞いの再現 感染症シミュレーション

感染が広がるとひきこもるので感染者数が減少、収まって
くると外出して感染が拡大、という感染者数の波を再現

SNSユーザーの関係を人為的に構築し、その間のリアル
なやり取りを再現）

簡単なゲームの仕様を与えるだけで、複数の専門エー
ジェントがプログラムとドキュメントを自律的に開発
人間が開発に参加することも可能

人間の業務の高度な(半)自動化！ ユーザーや顧客の理解を深める！ 人間社会の仕組みの理解へ！

人間の業務自動化や、人間の振る舞いの再現が加速――研究論文レベルでは多くの成果
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まだまだ課題も残る生成AI――代表的な課題は？

わからないことをわからないと言えず、
それらしいウソをでっちあげてしまう

課題1

幻覚
（ハルシネーション）

機密・個人情報が学習に使われる可能性
AIに「ここだけの話」は通じない？

課題2

機密・個人情報の
流出リスク
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生成AIの代表的な課題1：幻覚（ハルシネーション）

わからないことをわからないと言えず、それらしいウソをでっちあげてしまう

生成AIの出力には、幻覚（ハルシネーション）とよばれる「もっともらしいウソ」が混入する
誤りだと見抜きにくい場合もあり、ビジネス活用には何らかのハルシネーション対策が必須

（※1）いずれも、ChatGPT（gpt-4o、DALL・E 3）を用いて株式会社NTTデータ数理システムが実験して作成したもの。 ChatGPT以外の生成AIモデルにおいても、似たような「幻覚」の傾向が見られる。

生成AIの回答に幻覚（ハルシネーション）が見られる例（※1）

古典落語「井戸の茶碗」のストーリーを要約するよう指示
→ 実際のストーリーとは異なる話を捏造して回答

少年が電球を点灯させる様子を絵に描くよう指示
→ よく見ると論理的・物理的におかしな箇所がある

画像言語

実際の話と似ている部分も一部あるものの、話の本筋は全く異なる

• 電池の片極のみしか導線
が接続されていない

• 電球とソケットの間の接続
が不十分（これでは電球が
自立しないのではないか）

• 青い導線が机から直接生
えたり、空中に滲みながら
消えたりしている
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生成AIの代表的な課題2：機密・個人情報の流出リスク

機密・個人情報が学習に使われる可能性―AIに「ここだけの話」は通じない？

指示文に個人情報や機密情報が混入すると、サービス提供者のサーバーに送信されてしまう
データがモデルの学習に使われた場合、AIが「情報を言いふらしてしまう」リスクがある

指示文の中に
機密・個人情報が混入すると…

ここだけの話、わが〇〇社は
来年度に△△機能をもった

新製品◆◆をリリース予定です。
マーケティング戦略を立案してください

モデル提供者のサーバーに
機密・個人情報が保存され

モデルの学習に利用されてしまう場合がある

学習

〇〇社は来年度、△△機能を
もった製品◆◆をリリース

機密・個人情報を学習したモデルが
サービス提供者によって公開されると

AIが個人情報や機密情報を言いふらしてしまう

○○社の
新製品には
△△機能が
搭載されます

機密情報がAIに
漏れている…！

主な
対策

• 「どこまでの情報であれば指示文に含めて良いか」のルールを、社内で策定し周知・徹底する
• 「データは一時的にサーバーに保存されるが、学習には使われない」ことを契約によって保証するサービスを利用する
• 社外のサービスを利用せず、自社が保有するサーバー上にAIモデル（いわゆるローカルモデル）をホストする
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【参考】 「忘れてください」と言っても、実は忘れていない生成AI

ChatGPT（gpt-4o）を利用して株式会社NTTデータ数理システムが作成した例です。

実は覚えていた！

機密を
忘れるよう指示

一見、忘れたよ
うに見えるが…

機密を入力
「機密を忘れる」とい
う指示を忘れるよう

指示すると…

ChatGPT（gpt-4o）を利用して株式会社NTTデータ数理システムが作成した例です。

セキュリティや機密情報保護については、
AIに対する指示のみで対処することはできない
→ より堅牢な別の仕組みで行うことが必要
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ビジネスへの生成AI活用の現状と、今後のポイント
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生成AI活用の現状から見える、生成AI活用の「難しさ」

よくある施策

• 社員全員が使えるチャットAIを導入
• マニュアルやプロンプトテンプレートも整備し、

利用を促す

• 多くの社員にとっては使いこなすのが難しく、
せっかく導入したチャットAIがほとんど誰にも
使われない

• なかには使いこなす社員をでてくるが、個人レ
ベルの業務効率化にとどまってしまい、なかな
か他の社員に普及しない

よくある結末

生成AIの長所・短所を踏まえて、適用できる業務を見極めるのに課題を感じている企業が多数
利用基盤の導入が先行していても、実際には使われていないという課題感も

IPA 編 『DX動向2024―求められる成果と変革』 図表2-11（生成AI を業務で活用する上での課題）より引用（赤線による強調は株式会社NTTデータ数
理システムによる）https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2024.html

生成AIを業務で活用する上での課題（IPA『DX動向2024』より）

生成AIの効果やリスクを踏まえ、適用できる業務を見極めるのに苦戦？

当社営業活動でよく聞く課題感

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2024.html
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人間に匹敵する専門知識をもつ生成AIは、専門職の仕事を「奪う」のか？

「ベンチマーク」になる単純化された状況と、実際の業務には大きなギャップ
AIが人間の仕事を奪う可能性が話題だが、今すぐにはすべての仕事の代替をできるわけではない
Cf. 資格試験で高得点を獲得できる有望な人材であっても、実務経験や実績がなければ、すぐに全ての業務を任せられるわけではない

（※1）ChatGPT（GPT-4o）を用いて、NTTデータ数理システムが実験した。
（※2）図は、経済産業省による「社会人基礎力」 （https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html、2006年）を参考にしてNTTデータ数理システムが作成した。図中に挙げた12の能力要素は、「社会人基礎力」における12の能力要素である。

複雑な実務で、うまく専門知識を活用するのはもっと難しい

主体性

働きかけ力

実行力

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性
状況把握力

規律性

ストレス
コントロール力

• 人間は、専門知識以外にも多くの能力要素を使いながら業務を
遂行をしている（※2）

• 現在の技術ではAIにとって獲得が困難な能力要素や、そもそも
AIに獲得させるのがリスクを孕む能力要素も

業務を遂行するために必要とされる能力は、多様で複雑

• 各種ベンチマークで高い正答率を誇るといっても、あくまでベンチ
マークとして単純化された課題に対するものに過ぎない。実務の
複雑な状況下で適切な判断をするのは数段難しいことが多い

• たとえば、ユーザーの質問の前提に「見逃すと事故につながりかね
ない致命的な誤り」が混ざっていても、その誤りについて何も言わ
ない場合がある（※1）

本来であれば、「フッ化水素酸はガラスを腐食する」という知識をもとに「ガ
ラス瓶に入れて保存するのは危険が伴うのでやめてください」と答えるべき

https://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.html
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それでも大きなメリットがある生成AI――業務活用のポイントは？

人間と生成AIの協働により、生産性の向上や新規価値創造を目指したい
生成AIの得意・不得意を踏まえて、業務にうまく組み込めるユースケースを見極めることが重要

主体性を持った
ディレクション

責任を持った
意思決定

温かみのある
コミュニケーション

休みなく
働き続けられる

広範な知識を
持つ

高速・大量の
情報処理

生成AI人間

社内やお客様と取り組んだ、当社事例をご紹介いたします！
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2
NTTデータ数理システムの
生成AI関連事例
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RAGを利用した質問応答システム

当社事例：RAGを利用した質問応答システムRAG ＝ モデルの知らない知識を補って回答を生成する技術

当社パッケージソフトウェアS4 Simulation Systemの使い方を
質問することができる質問応答チャットアプリを公開

（※1）https://www.s4-chat-msi.com/

技術的詳細は、当社オウンドメディアMSIISMにて公開中
https://www.msiism.jp/article/llm-qa-app.html

インターネット ドキュメント

数値
データベース

生成AIの外部にある情報

もとのプロンプト

外部知識

+
必要な情報を取得

プロンプトから
検索クエリを生成

検索
クエリ

検索
結果

検索

回答結果
外部知識を含めて

回答生成

生成AIに各種検索システムを利用させて、
生成AIの知らないデータ・知識を補って回答を生成（RAG）

当社事例

背景
• 生成AIは、社内のみにあるデータ・知識や、モデルの学習後に生じたできごとの知識を持たない

• 生成AIの知らない知識を補って回答を生成するRAG（Retrieval-Augmented Genaration）技術に注目

生成AIモデルの知らない各社のナレッジを、より活用・展開しやすいシステムを構築

https://www.s4-chat-msi.com/
https://www.msiism.jp/article/llm-qa-app.html
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S4 Simulation System の Q&A チャット画面

疑問を解消しやすいよう
マニュアル本体を併置

チャット形式で
質問事項を入力

生成AIがマニュアルを
踏まえて回答
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商品レビューなど大量のテキストデータから、マーケティング仮説を発見
生成AIで「テキスト分析の民主化」を加速

当社事例

背景
• 商品のレビューデータやアンケートの自由記述回答、SNSに投稿された口コミなど、大量のテキスト

データをマーケティング等に活用したい

性別 年代 書き込み日 評価 レビュー

女性 60代 2015/3/23 5

これまでずっと手ゴネでパンを作っていて、初めてのホームベーカリーを購入しました。心配
していた音も振動も、「うるさい」と感じるものではありませんでした。ほとんどお餅を食べな
い我が家。お正月に切り餅パックを買っても数か月冷凍庫に残ります。そんな我が家でも
ちつき機能は必要か、と悩みましたが、一回につける量が２合か３合で丁度よく、つきた
てが美味しいこともあり残ることはありませんでした。お正月も、２合でいけそうです。こん
なに楽にお餅をつくれるならもう「餅」を買うことはないでしょう。まだ買って１週間ですが、
パンは３回焼きました。これにして良かったです。

女性 40代 2015/4/5 4

購入したばかりでほぼ毎日パンを焼いていますが、材料代など計算すると普通にパンを買
うより安いかも。（ホームベーカリーの代金は考慮していません）市販のパンは２日後に
はおいしくないですが、このホームベーカリーで焼いたパンはやわらかさも歯ごたえもあって
おいしいです。

… … … … …

商品のレビューデータなど、大量のテキストデータ（※1）

レビューデータから
商品の満足度を下げている

原因を分析したい！

×
生成AI

そのまま
生成AIに入力しても…

近年の生成AIモデルは、プロンプトのコンテキスト長が長くなっているため、かなりの情報を入力することができる。
一方、大量の情報をすべてバランスよく考慮した判断をすることは、生成AI単独では相変わらず難しいと考えられている。 [Levy+, 2024]

（※1）NTTデータ数理システムにて作成した、架空のホームベーカリーに関するサンプルレビューデータです。
[Levy+, 2024] Mosh Levy, Alon Jacoby, Yoav Goldberg: Same Task, More Tokens: the Impact of Input Length on the Reasoning Performance of Large Language Models. arXiv preprint: https://doi.org/10.48550/arXiv.2402.14848

• 取り込めるデータ量には限界がある
• 大量のデータから、定量的な考察を

することが難しく、そのままビジネス
上の判断根拠とすることはできない

とりあえずチャットAIにデータを入力して、要約してもらおうとするも…

https://doi.org/10.48550/arXiv.2402.14848
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【参考】 生成AI（GPT-4o）のみを使った話題抽出例（※1）

（※1）NTTデータ数理システムによる実験例。ホームベーカリーに関するサンプルレビューデータを、すべてGPT-4oへのプロンプトとして入力し、話題の抽出を指示した結果を一部抜粋した。

• 具体的にどれぐらい「音の静かさ」に言及しているレ
ビューがあるのか？

• 「市販のパンよりも健康的なパンを作れる点が特に評
価されている」のは本当なのか？（具体的に元のレ
ビューではどのように言及されているのか？）

さらに定量的に深掘りをしないと
ビジネスに役立つ仮説にはならない！

一見するとわかりやすいレポートだが、疑問点も…
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テキストマイニング技術との融合により、定量的な仮説構築が可能に

ポイント
データをそのまま生成AIに分析させるのではなく、定量的なデータ分析ができる技術（テキストマイニング）

で定量的な情報を作成してから、生成AIに解釈させる！

テキストマイニングによる話題把握（※1）

出現する単語に基づく、定量的かつグラフィカルな話題の把握
解釈のためには独特のコツが必要（ソフトウェアを使いこなす必要アリ）

共起ネットワーク分析
どの単語が何回出現するか、どの
単語とどの単語が同時に出現しや
すいかをグラフィカルに表示

ネットワークを
生成AIに

「解釈」させる

出現する単語の頻度から、ある程度
定量的な考察ができている（※2）

（※1）NTTデータ数理システムのデータ分析プラットフォームAlkanoの分析画面例
（※2）Alkanoにより作成した共起ネットワークを図表としてGPT-4oに入力させ、定量的に話題を抽出するよう指示した結果を一部抜粋した。NTTデータ数理システムにより、下線や協調などの加工を施した。
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テキストマイニング結果を生成AIで解釈するUIの作成例

分析目的を入力
今回は、「製品開発のため
ユーザーの不満点を調査」

データから読み取れる、
ユーザーの不満についての仮説を提示
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マルチAIディスカッションで、アイディエーションを加速する
AIエージェントどうしが、データや個性をぶつけあって新しい「価値」を産む

当社事例

背景 • エージェントを複数集めて議論させ、論点を自律的に深掘りさせながら深みのある結論を得たい

議論

インターネット

AI

AI

ドキュメント 数値DB

AI

AI
AI

知識拡張
（RAG）

人間

…
…

…

…
…

…

マルチAIエージェントによる会議イメージ

コンサル

…

LLMのビジネス活用について会議をしてもらう

リサーチャー

たたき上げ営業

AI

AI

AI

例

今日は「LLMのビジネス活用」について話し合うために集まりました。私たちが
日々仕事で得られる知識や経験を活かして、具体的な案を出し合っていきま
しょう。まずは、たたき上げ営業さんからお願いします。

まず、我々営業が何を求めているか。現場の納得が得られなければ意味がな
い。現場に合わせ、現場の声を聞き、何より現場が納得できるものを。

そうですね、AIの活用が目的ではなく手段であり、それが業務改善につながるこ
とが大切です。また、短時間で学べる基本的なLLM教育プログラムの構築は
効果的と言えます。しかし、それに加えて、具体的な業績向上の事例を示し、ス
タッフが直感的に理解できるような形が求められます。……

議論の追体験により、多角的な視点からの示唆が得られる！
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マルチAIディスカッションシステムのユースケース1

消費者エージェントを交えた販売企画会議

課題 • 社内会議では、自社視点の意見が支配的になってしまい、顧客視点の意見が出てきづらい

実際のユーザーに近いペルソナをもつ消費者エージェントを交えて、販売企画会議をシミュレーション

オフィスビルに入居しているコンビニエンスストアの販売戦略会議シミュレーション例
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マルチAIディスカッションシステムのユースケース2

働き方に関するグループインタビュー

課題
• 社会全体で働き方の変化が大きい中で、自社でも働き方の見直しをする必要がある

• 業務も忙しい中で、多くの社員から率直な意見をバランスよく聞き出すのは難しい

実際の社員に近いペルソナをもつエージェントにグループインタビューを実施し、施策への不満抽出をシミュレーション
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マルチAIディスカッションシステムのユースケース3

プレゼンテーションの質疑応答シミュレーション

課題 • 顧客への提案などの重要なプレゼンテーションでは、どのような質問があり得るのか幅広く想定しておきたい

スライドを入力とし、発表から質疑応答まで一貫してAIエージェントがシミュレーション――プレゼンの弱点を抽出

質問役エージェントが、プレゼンテーションの内容について質問

発表役エージェントが回答

質問の回答根拠となる
スライドを表示し、重要
な部分をハイライトして
説明

発表役エージェントによるプレゼンテーション
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3
おわりに
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生成AIをビジネス活用するための注意点

生成AIを使ったサービスの本格化に向けては、案件ごとに様々な観点から検討が必要

当社のPoC案件では、機密情報保護などの観点からAzure OpenAI Service の API から OpenAI の提供するモデルを呼び出して実装するケースが大半です。
Azure OpenAI Service のデータポリシーでは、Microsoftが「入力したデータがモデルの再学習に使用されない」と明言しています。
参考： https://learn.microsoft.com/en-us/legal/cognitive-services/openai/data-privacy

想定される精度（正解率、矛盾のなさなど）を達成できるか？
誤った結論を導いた場合の業務フローを構築できるか？

ユーザーにとってわかりやすい回答になっているか？
有害な結論を導かないか？

開発費やAPI利用費が予算内におさまるか？
基盤技術やモデルの変化に対応するにはどれぐらいの工数が必要か？

回答の元になる情報を更新して動作させられるか？
回答の元になる情報はどの程度の頻度で更新されるか？

機密情報の取り扱いは？
閲覧制限のある情報が、生成AI経由で漏れないようにするには？

十分な速度で生成ができるか？
より高速・軽量なモデルを用いる・作成する必要があるか？

精度

速度

情報更新への対応

セキュリティ

コスト

生成AI特有の課題

まずは当社とPoC
をやってみましょう！

どの観点を重視するかで
技術的なポイントが

かわってきます

https://learn.microsoft.com/en-us/legal/cognitive-services/openai/data-privacy
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NTTデータ数理システムによる、生成AI関連ご提案 3つの強み

強み1

分析案件実績多数の
データサイエンティストが
周辺技術・最新技術を
幅広く調査したうえで

最適なご提案が可能です

業務に関わる皆様自身で
活用していただくため
GUI制作も含め、

ワンストップなご提案が可能です

強み2

当社の生成AIアセットを活かした
クイックなPoCの
ご提案が可能です

強み3
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まとめ

• 生成AIはこれまでのAIと比べて別格の賢さを持ち、AI活用の可能性を大きく広げた

• 生成AIには幻覚など課題もあるが、それでもうまく使えば大きな価値を産む

• 生成AIの強み・弱みを十分に理解したうえで、具体的な業務へ展開することが重要

生成AIをはじめとする幅広い技術要素のなかから最適な組み合わせをご提案し
生産性向上・新規価値創造を、強力にお手伝いいたします！

われわれと一緒に、活用方法を模索しましょう！


